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学校教育目標「夢いっぱい 笑顔いっぱい 元気あふれる横田っ子」

3/15修了式 3/16卒業式
今日は、いよいよ平成３０年度の修了式、そして明日は、卒業式です。
４月、子どもたちとの出会いは、今でも脳裏に焼き付いています。「校長先生、

おはようございます。」の明るい声に新任地での不安も一気に吹っ飛びました。
その頃は、まだ、仮設住宅があり、校庭が使えない状況でした。でも、子どもたちの明るく元気に過ごす姿を
見て、この橫田の子どもたちが大好きになりました。
今では、校庭も復旧し、５６名の「夢いっぱい、笑顔いっぱい、元気あふれる 横田っ子」は、こ
の一年間で大きな成長を見せてくれました。時に友だちとけんかしたり、勉強が分からなくて困ったり、
悲しい気持ちになったり・・・でも、そんなとき、隣には、友だちがいました、先生がいました、そし
てお家の方、地域の方がいました。温かな笑顔に囲まれて子どもたちが、のびのびとすこやかに成長で
きたこと、感謝と感動でいっぱいです。

・市交通安全ポスターコンクール
佳作 じゅんせい けいか まな

・市内小中学校読書感想文コンクール
優秀賞 いつき
入選 ひなの けいか

かほ かい こうせい
・一関地方小学生バレーボール連盟会長杯第２部 ３位 下矢作スポ少（まな かりな みおり まお）

・気仙地区小学生新人バレーボール交流会 １位 下矢作VBSS（まな かりな みおり）

・気仙地区幼児・児童・生徒作品展示会 特別賞 じゅんせい
銀賞 いつき しょう
銅賞 みづき みおり

・気仙地区小学生新人バレーボール交流会 １位 陸前高田ＭＢ（なお）
・スポーツ少年団活動表彰 こうせい まお

いよいよ明日に迫った卒業式。先週、６
年生教室に行ってみるとなにやらポスター
を描いている様子。何かな、とのぞき込む
と卒業を前に在校生と校舎へ感謝の気持ち
を込めて一緒に遊んだり、清掃奉仕作業を
したりしたいということで写真のような風景になったという次第です。
６年生の子どもたちの気持ちにうれしさを感じ、でも、もう少しでこの子どもたちともお別れかと思

う寂しさも・・・。
卒業式は、子どもたちの門出を祝う大事な大事な式です。在校生とともに心を込めて６年生の子ども

たちの気持ちに応えます。

一３/8（金）震災復興講話
「分かる」「伝える」「ふるさと」「未来」
わたしたちのふるさと 陸前高田 橫田

３月８日（金）に菅野先生（元小学校校長）を講師にお招きし、東日本大震災・津波についての講話
をしていただきました。２０分という短い時間でしたが、子どもたちは、菅野先生のお話に耳を傾け、
震災の事実を改めて知るとともにこれからの自分たちの生き方に思いをはせていました。

お話を聴いた後に、子どもたちなりに感じたことを作文にして書いてもらいました。紹介した他の子
どもたちの作文からも震災やこれからの自分の生き方、思いを読み取ることができます。共通している
のは、わたしたちのふるさと「陸前高田」「橫田」への強い思いでした。

全校児童欠席０
の日数です。

春休み3月17日（日）～4月4日（木） 今年度の授業日は、１年生は、２０３日、２年生
修了式・卒業式を終えると子どもたちは、春休 ～６年生は、２０４日でした。

みを迎えます。春休みの暮らしについて学校より そして全員がそろって学校に来た日は、
お便りが出されますのでご家庭でもご確認の上、 １４０日を超えました。これは、わたしが今ま
事故、けがのない休みになるよう声がけをよろし で勤めてきた学校の中では、ダントツに多い日数で
くお願いいたします。 す。もちろん中には、学校に来たくても来れない友
【３月末・４月始の予定】 だちもいたはずです。だから、学校を休んだからと
３月２５日（月）離任式 登校日です。 いって決して悪いことではないのです。

児童登校 ８：１５ この１４０日というのは、子どもたちが、楽しく
下校 １年１０：２５ 学校生活を送ることのできた日数であり、胸を張っ
２・３・６年 ９：５０ て誇れる価値ある数なのです。そして、わたしがこ

４・５年１０：１０ の一年間子どもたちに話し続けてきた

※異動する教職員の発表は、３月２０日（水）と 「続ける」を見事に示し
なります。※新聞発表 ２１日（木） てきた証でもあるのです。４

３月２６日（火）ＰＴＡ送別会 川の駅１９：００ 月から、進級・進学します。
４月 ５日（金）１学期始業式 今の自分を一歩成長させるこ

８日（月）入学式 と、横田小学校を一歩前進さ
詳しくは、学年のお便りをご覧ください。 せることを目指して頑張って

いきましょう。
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